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12
月
号
で
報
告
し
た
東
村
山

市
と
支
部
の
防
災
協
定
の
締
結

に
つ
い
て
、
２
月
13
日
に
東
村

山
市
役
所
に
て
締
結
式
を
行
い

ま
し
た
。
式
に
は
、
東
京
土
建

本
部
か
ら
松
広
仕
事
対
策
専
従

常
中
、
支
部
か
ら
井
上
執
行
委

員
長
、
石
塚
書
記
長
、
菊
地
仕

事
対
策
部
長
、
東
村
山
市
か
ら

渡
部
市
長
、
荒
井
副
市
長
を
は

じ
め
４
人
が
列
席
し
ま
し
た
。

式
後
に
懇
談
を
行
い
、
市
長
か

ら
は
「
震
災
だ
け
で
は
な
く
、

台
風
や
大
雪
な
ど
自
然
災
害
の

対
応
や
建
設
職
人
な
ら
で
は
の

技
能
や
資
機
材
な
ど
東
京
土
建

に
は
期
待
し
て
い
る
。
市
内
に

１
０
０
０
人
も
の
組
合
員
が
所

属
し
て
い
る
の
は
と
て
も
頼
も

し
い
」
と
東
京
土
建
へ
の
期
待

と
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
後
日
、
担
当
課
よ
り
市

の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

仕
事
対
策
部
で
は
、
防
災
活

動
の
強
化
に
向
け
て
、
支
部
Ｎ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
の
組
織
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

支
部
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
な
ど
の

防
災
活
動
を
通
じ
、
東
村
山
市

と
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
は
、

今
後
の
対
市
交
渉
な
ど
要
求
運

動
前
進
に
生
か
さ
れ
る
重
要
な

成
果
と
な
り
ま
す
。

【
一
ツ
橋

川
口
直
明
記
】

１
月
20
日
、
小
平
市
福
祉
会

館
市
民
ホ
ー
ル
に
て
来
賓
、
組

合
員
１
４
１
人
の
参
加
で
支
部

旗
開
き
を
開
催
し
ま
し
た
。
新

井
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

で
は
新
事
務
所
の
建
設
が
順
調

に
進
ん
で
い
る
こ
と
、
２
月
上

旬
に
は
完
成
予
定
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

ご
来
賓
と
し
て
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
東
京
土
建
本
部
お
よ
び

多
摩
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
お
よ

び
小
林
正
則
小
平
市
長
、
松
本

洋
平
衆
議
院
議
員
、
共
闘
団
体

の
方
た
ち
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

飛
田
副
委
員
長
の
乾
杯
の
あ

い
さ
つ
で
喉
を
潤
し
、
テ
ー
ブ

ル
に
並
ん
だ
料
理
を
食
べ
な
が

ら
歓
談
、
交
流
と
な
り
ま
し

た
。
山
内
組
織
部
長
か
ら
春
一

番
仲
間
づ
く
り
の
訴
え
の
後

は
、
各
分
会
、
分
野
か
ら
こ
の

１
年
の
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

最
後
は
飛
田
副
委
員
長
の
司

会
で
お
待
ち
か
ね
の
新
春
運
試

し
お
楽
し
み
抽
選
会
を
開
催

し
、
豪
華
景
品
を
狙
っ
て
、
く

じ
引
き
手
の
新
井
副
委
員
長
が

く
じ
を
引
き
、
番
号
が
読
ま
れ

る
た
び
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
一
喜
一
憂
し
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
関
田
副
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
は
新
事
務
所
の
元
に
組

合
員
一
同
、
飛
躍
の
１
年
に
な

る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

２
月
９
日
～
10
日
、
新
事
務

所
へ
の
移
転
、
引
っ
越
し
作
業

が
完
了
し
、
２
月
13
日
よ
り
新

事
務
所
の
窓
口
が
開
い
て
い
ま

す
。
税
金
相
談
や
各
専
門
部
会

議
等
で
ご
来
所
済
み
の
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の

新
し
い
城
、
新
事
務
所
へ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

旧
支
部
事
務
所
を
解
体
後
、

駐
車
場
に
な
る
予
定
（
４
月
中

を
予
定
）
で
す
が
、
当
面
の

間
、
第
二
駐
車
場
（
あ
か
し
あ

脳
外
科
奥
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

( １ )

国
会
は
「
働
き
方
改

革
法
案
の
労
働
時
間

デ
ー
タ
の
ね
つ
造
」

で
騒
が
し
い
。
一
体

何
だ
？
と
調
べ
て
み

た
。
一
般
労
働
者
の
一
日
平
均

労
働
時
間
は
９
時
間
37
分
、
裁

量
労
働
者
は
９
時
間
16
分
。
首

相
の
答
弁
『
裁
量
労
働
者
は
一

般
労
働
者
よ
り
短
い
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
る
』
と
は
こ
の
こ

と
だ
。
前
者
は
「
（
平
均
じ
ゃ

な
く
）
最
も
長
い
一
日
の
残
業

時
間
」
に
法
定
労
働
時
間
（
８

時
間
）
を
加
え
た
も
の
。
後
者

は
（
労
働
者
じ
ゃ
な
く
）
事
業

者
が
判
断
し
た
「
一
日
の
労
働

時
間
の
集
計
」
。
な
る
ほ
ど
、

こ
り
ゃ
比
較
自
体
が
間
違
い
と

中
学
生
で
も
わ
か
る
。
と
こ
ろ

で
「
裁
量
労
働
制
」
っ
て
何

だ
？

「
仕
事
の
や
り
方
を
労

働
者
に
任
せ
る
代
わ
り
に
、
い

く
ら
働
こ
う
が
労
使
協
定
で
決

め
た
時
間
分
し
か
払
わ
な
い
制

度
」
だ
と
。
現
在
は
企
画
業
務

と
専
門
業
務
に
限
定
さ
れ
て
る

け
ど
、
実
態
は
（
51
％
が
出
退

勤
時
刻
を
一
律
規
制
さ
れ
て
る

か
ら
）
裁
量
も
ク
ソ
も
な
い
。

政
府
案
は
こ
こ
に
「
提
案
営

業
」
や
「
実
施
状
況
評
価
の
業

務
」
を
加
え
る
。
営
業
職
の
半

分
以
上
は
含
ま
れ
て
し
ま
う
ら

し
い
。
こ
の
他
に
、
一
定
年
収

以
上
あ
る
と
残
業
代
を
払
わ
な

い
『
残
業
代
ゼ
ロ
』
制
度
や
、

過
労
死
ラ
イ
ン
（
80
時
間
）
を

超
え
て
百
時
間
ま
で
残
業
を
認

め
る
規
制
緩
和
を
盛
り
込
ん
で

い
る
。
こ
れ
じ
ゃ
「
労
働
者
絞

殺
し
」
法
案
だ
。
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左：渡部東村山市長 右：井上執行委員長

渡
部
市
長
か
ら
期
待
と
要
望
寄
せ
ら
れ
る

書記局一同、新事務所への
ご来所お待ちしています

豪
華
景
品
抽
選
会
に
会
場
中
で
一
喜
一
憂

新事務所の元、新たな年の飛躍を誓って頑張ろう 小林小平市長

↑事務室は１階です。自

動ドアを通り左側が入口

です。

←専門部等会議は２階の

会議室を使用します。

↑青梅街道側から

見た外観です。正

面の自動ドアより

お入りください。




